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平成 28年 12月期 第２四半期及び通期業績予想について  

 

当社は、本日（平成 28 年５月９日）付で平成 28 年 12 月期第１四半期決算短信を発表してお

ります。 

その概要に関しましては、次の通りとなっております。 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成 28年 12月期 

第１四半期実績 
1,357 百万円 122百万円 125百万円 61 百万円 

第２四半期業績予想 2,884 百万円 105百万円 104百万円 24 百万円 

通期業績予想 6,709 百万円 766百万円 764百万円 419百万円 

第１四半期実績が、第２四半期業績予想として発表している各利益額（営業利益・経常利益・

当期純利益）を上回ることとなっておりますが、平成 28 年２月８日に発表した第２四半期業績

予想並びに通期業績予想（上表記載の数値と同額）の修正を行っておりません。 

 

現在の看護師採用状況は、４月に看護師 89名入社、５月は 32名の入社を予定しており、採用

計画を上回る推移を辿っております。 

しかしながら、当第１四半期累計期間においては、新たに開設を予定していた都道府県を中心

に看護師採用が計画に比べ遅れ（３月末在籍数計画 580名、３月末在籍数実績 511名、差異△69）、

これにより新規拠点開設計画にも遅れが生じております（１月～３月開設計画数 36 拠点、１月

～３月開設数 21 拠点、差異△15 拠点）。このため、期初予算として計上していた労務費や開設

に伴う諸経費の発生が計画を大幅に下回った一方、売上高に関しましては、平成 27年 12月期に

新規開設した拠点の本格稼働及び既存拠点の訪問効率向上等により第１四半期売上計画を達成

したため、第１四半期利益計画を上回る利益を計上する結果となっております。 

これらを踏まえ、第１四半期実績に関しましては経費が先延ばしになっていると判断している

ため、業績予想の修正を行わないことといたしました。 

新規開設の遅れ等による売上への影響を含め、平成 28年 12月期業績に関しましては見直し作

業を進めております。これにより業績予想の修正が必要と判断される場合には、速やかに開示し

てまいります。 

                                     以上 


